
最上級生としての成長がみられました！ 

進路を見すえ、充実した夏休みにしていきましょう！！ 
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最上級生として挑んだ中学最後の体育会では、リーダーたちが、熱い心で率先して動く姿がみられ

ました。みんなが練習から本番まで心を一つにして、盛り上げようと一生懸命に取り組む姿がみら

れ、すばらしい体育会となりました。 

また、部活動では、試合やコンクールに臨み、ひたむきに仲間をひっぱり、たくましく成長しまし

た。授業では、真剣な雰囲気の中で授業に集中しています。また、生徒会活動では、生徒会役員は毎

日廊下で声かけを行い、委員の人たちもクラスをより高めていこうと協力する姿勢がみられ、３年生

として手本となっています。 

いよいよ明日から夏休みが始まります。この夏休みをいかに過ごすかで、自分の進路が変わってき

ます。夏休み明けに、よいスタートを切れるように、楽しく充実した生活を送りましょう。 

（１）規則正しい生活をしましょう。夜ふかしをしないように心がけましょう。 

（２）勉強の計画を立て、メリハリのある生活をしていきましょう。 

（３）家庭での家事や手伝いなど責任をもって行いましょう。家族との時間を大切にしましょう。 

（４）スマホに関するトラブルが増えています。スマホの使い方に十分に気をつけましょう。 

（５）地域の行事に積極的に参加しましょう。 

 

 

 

（６）外出するときは、十分に安全に気をつけて行動しましょう。お家の方に、外出先や誰と行くの

か、帰宅時間等をきちんと伝えておきましょう。 

◆「世界の戦争・紛争」に関する平和学習を行いました◆ 
戦後８０年の現在、戦争をしていない国は日本を含めわずか８か国。残念ながら、現代におい

ても、戦争や紛争が行われている国がたくさん存在しています。 戦争はなぜ起こるのか、誰の

考えで起こるのか、考えました。また、ロヒンギャ難民やマララさんの映像を見て、平和な世の

中にするために自分たちができること、しなければいけないことは何かを考えました。 

○今日の授業を通して、戦争は恐ろしいものだと改めて知ることができて、よかったです。ま

た、戦争をなくすために、差別をなくすなど考えていくと私たちの身のまわりにあることに

も通じるものがあり、普段の行動や発言も少し考えないといけないと思いました。 

○戦争というのは、何があっても絶対に起こしてはいけないことです。戦争をしてもいい事は

ないし、国民たちの悲しさや悔しさが残るだけだと思います。亡くなってしまった人たちは

一生戻ってこられません。そういう気持ちを考えた方がいいと思います。だから、普段から

人に気をつかって、なるべくトラブルを起こさないようにする、起こったとしても話し合っ

て、お互いに謝ったりすることが大切だと思います。 

〇過去 80年間で争いをしていない国が 196ヵ国中 8ヵ国しかないと知って、なんでみんな

戦っているんだろう？と思いました。話し合いだけでは解決しなかったから戦争をして奪い

合っているのかもしれないけど、国の文化や宗教、人種の違いを「それ、いいな」と少し思

って口にするだけで、皆フレンドリーになると思います。私は、誰にでも優しさをもって、

その人の個性を認めて、たくさんの外国に行って話していきたいです。（生徒感想文から） 

 

◇保護者の皆様へ◇ 

 日頃より、学校の教育活動へご理解とご協力をいただきありがとうございます。最上級生と

なり、さらに成長しています。明日から８月２４日（日）までの期間、夏休みを迎えます。７

月 23日（水）から、三者面談という形で教育相談を行いますので、３年生になっての成長や

頑張り、お子様の学校での様子や今後の進路等について、お話ししたいと考えています。 

今後の進路決定は、夏休みの過ごし方に大きく影響します。そのためにもご家庭でのご協力

とご支援が必要です。受験生だからといって、特別扱いするのではなく、普段と同じように早

寝早起きをし、お家の仕事を責任もって行い、規律正しい生活が送れるようにお願いします。 

学習面では、計画的に落ち着いて勉強に取り組むことができるように、ご家庭での見守りと

お声かけをよろしくお願いいたします。 

 

◇夏休みの予定の立て方・勉強法◇  
中学 3 年生の夏休みだからこそ、落ち着いたメリハリある生活をこころがけ、 

充実した勉強をしましょう。夏休みの成果は、２～３か月後に結果として出て 

きます。この夏休みは勝負の時ですよ。 

①事前の勉強計画を立てる。 

「各教科のやることリスト」「苦手分野リスト」を作成する。→→「やることリスト」は、1日に確保でき

る学習時間を念頭にいれ、数日から 1週間単位で大まかに振り分ける。 

②最初の２週間で夏休みのいいスタートを切るために、苦手分野を徹底的に復習し直す。そうすると

得意教科とのバランスがよくなり、夏休み後半の過ごし方にもいい影響が出る。 

③１日に勉強する時間を決め、（受験生の平均勉強時間は約６～８時間） 初めは１日３～５時間勉強

するように意識し、徐々に勉強時間を増やしていくように努力していく。 

④普段通りに早寝早起きに徹する。 運動や家族旅行など、息抜きする時間もつくる。 勉強と他の

活動と生活にメリハリをつくることが大事である。 

⑤午前中と午後の時間帯で、勉強の内容を変えるのもよい。例えば、午前中は基礎の復習をして、夕

方からは応用問題を解く時間等に充てるのもよい。 

⑥長時間勉強に取り組むのではなく、疲れたら軽く昼寝などをするとリフレッシュできる。また、勉強

する環境を変えてみるのも気分転換できてよい。 自宅でも、リビングなどで勉強場所を変えた

り、図書館や生き生き情報センターやとびうめアリーナの自習室などを活用したりするのもよい。 

⑦期末テストの範囲表が配付されているので、ワークなども早めに丁寧に解いていく。苦手な分野 

を復習し、わからないところをそのままにしておかないようにする。この夏休みでわかるようにす

る。 

日 曜 内  容 日 曜 内  容 

８／ ２５ 月 前期後半始業日 ８～１３ 水～月 秋休み 

２６ 火 夏休み課題テスト   14 火 後期始業式 

９／４～５ 木金 期末テスト 

（９教科） 

    １５ 水 3年合唱リハーサル① 

    ２０ 月 文化ウィーク週間初日 「落語」 

英語スピーチ・放送部発表 展示準備 １１ 木 立会演説会・投票 

29 月 専門委員会     ２２ 水 3年合唱リハーサル② 

    ３０ 火 学力診断テスト     ２３ 木 吹奏楽部演奏 

１０／  ３ 木 英検 IBAテスト ２４ 金 文化発表会 合唱コンクール 

７ 火 前期終業式 ３０ 木 学力診断テスト 

 

◇８・９・１０月の主な行事予定◇ 

 

 

「行動がすべての成功への基本的な鍵である」  パブロ・ピカソ 


